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献血された血液の8割
以上は、病気で血液を作
れなくなった患者さん
など、定期的に輸血を
必要とする方に使わ
れています。でも冬

場は風邪などで献血できない方が多く、血液が一番少ない時
期。だからこそ、キャンペーンでの呼びかけが大切なので
す。特に今、10代20代で献血をする方が年々減少していま
すので、同年代の自分たちが街頭で訴えることで協力者を増
やしたいと考えています。
赤十字活動では、職員の方や他大学の学生とふれあう機会
も多く、視野を広げることができました。今年は「茨城大学
青年赤十字献血研究会」の代表として、自分に何ができるか
自問しつつ取り組んでいるところです。ボランティア仲間か
ら友達へ、その友達から家族へ、というように、献
血の輪を広げていければと願っています。

クリスマスらしくトナカイの衣装で、
ティッシュ配りやホットドリンクのサー
ビスなどをお手伝いしました。人に話
しかけることが大好きな私にとって、
楽しみながら人の役に立てる献血キャ
ンペーンは、とても自分に合っている
活動だといえます。
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私が渡したティッシュを持った女子高生が献血バスに乗り
込むのを見たときは、気持ちが届いたのだと分かって本当に
嬉しくなりました。ただ私自身、以前より献血を身近に感じ
るようになったものの、まだまだ勉強不足です。来年2年生
になると4つの研究会に分かれて活動することになります
が、私は迷わず「茨城大学青年赤十字献血研究会」に入って
勉強するつもりです。もっと知識を豊富にして、たくさんの
大切なことを皆さんに伝えていきたいと思います。

高校生の時は献血を他人
事のように感じていまし
たが、今年はキャンペー
ンに参加する側とな
り、「自分たちで動
かないと血液は集
まらない」と実感
しました。ですか
ら街のみなさんに呼
びかけるときは、協

力してほしい
という気持
ちが伝わる
よう、しっ
かりと目を見て説明しています。また多くの
方々に興味を持っていただけるよう、ハンド
ベルの演奏もしました。
私はさまざまな赤十字活動に参加して、
積極的に行動しようという気持ちが強くな
り、他大学の友人も増えました。活動を
通して人の輪が広がるのは素晴らしいこ
とで、「つながる命」の意味も深く理解
できるようになったと思います。これ
からもできるだけ多く活動し、それを
後輩につなげて、少しでも赤十字の力
になりたいです。

茨城県赤十字血液センターでは、3つの献血ルーム（水戸、日
立、つくば）、献血バスなどで献血推進に取り組んでいます。
昨年12月22日・23日には『献血でつなげる優しさ、つながる
命』を全国統一スローガンにキャンペーンを実施。参加した学
生3人にお話をうかがいました。

全国学生クリスマス献血キャンペーンに参加して特集

～古河提灯竿もみまつりで臨時救護～

～病理診断科外来～

啓発グッズを配付して協力を呼びかけ

ハンドベルの演奏で
献血キャンペーンをアピール

湯澤 大樹 さん（20歳）
茨城大学青年赤十字奉仕団

若い世代に向けて
同年代の自分たちから
献血を呼びかけます

青山 優実さん（18歳）
常磐短期大学青年赤十字奉仕団

行動を起こさなければ
血液は集まらないと実感しました

日向 咲子 さん（19歳）
茨城大学青年赤十字奉仕団

自分自身楽しみながら
人の役に立てるのが大きな喜びです




